
①脳血管疾患、脊髄損傷、頭部外傷、くも膜下出血のシャント術後、脳腫瘍、脳炎、急性脳症、脊髄炎、 令和2年4月の診療報酬改定に伴い、リハビリの効果が一定基準に満たない回復期リハビリテーション

　 多発性神経炎、多発性硬化症、腕神経叢損傷等の発症後もしくは手術後の状態、又は義肢装着訓練 病棟では、疾患別リハビリテーションの6単位以上については入院料に包括されることになりました。

　 を要する状態 評価方法については、FIM（機能的自立度評価）及び在院日数をもとに、基準値の”40”以上である場合、
②大腿骨、骨盤、脊椎、股関節もしくは膝関節の骨折、又は2肢以上の多発骨折の発症後、 質の高いリハビリテーションを行っている病院として評価されることになります。

　 又は手術後の状態 ※3ヶ月ごとの基準値が評価されます。

③外科手術又は肺炎などの治療時の安静により廃用症候群を有しており手術又は発症後の状態

④大腿骨、骨盤、脊椎、股関節又は膝関節の神経、筋又は靭帯損傷後の状態

⑤股関節又は膝関節の置換術後の状態

⑥急性心筋梗塞、狭心症発作その他急性発症した心大血管疾患又は手術後の状態

基準値

名 40
① 名 40
② 名 40
③ 名
④ 名
⑤ 名
⑥ 名

名
① 名
② 名
③ 名
④ 名
⑤ 名
⑥ 名

名
① 名
② 名
③ 名
④ 名
⑤ 名
⑥ 名

名
① 名
② 名 医療法人社団　巨樹の会　　

③ 名 小金井リハビリテーション病院

④ 名 院　長　

⑤ 名
⑥ 名

17
0
8
0

3
0

　令和8年1月～令和8年3月
261

123
113

0

42
43
6
0
2
0

令和8年3月
86

38
40
5

93

43 令和8年1月 61.3
30 令和8年4月 59.0
6
0
3
0

令和8年2月

令和8年1月 報告月 実績指数

82 令和7年10月 64.6

当院における実績
令和8年4月

　（回復期リハビリテーションの対象患者とは） 　（回復期リハビリテーション病棟アウトカム評価とは）

　○退院患者数 ⇒実績指数（基準値）

42

43

6 020

疾患別内訳(2月)

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

38

40

5 030

疾患別内訳(3月)

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

令和7年10月 令和8年1月 令和8年4月

基
準
値

実績指数

アウトカム評価

123

113

17080

合計(1月～3月)

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

43
30

6 030

疾患別内訳(1月)

① ② ③ ④ ⑤ ⑥


